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　町教育委員会では、平成４年度から郷土の人物調査を実施し

てきましたところ、日本近代音楽の先駆者たる人物を確認しま

した。

　その人物こそ「唱歌」をとおして西洋音楽を普及させ、芸術

音楽、教育音楽の在り方を示した音楽教育家・鳥居　愧です。

　今回、教育委員会では鳥居　沈没後80年を記念し、10月19日

から11月24日まで『「箱根八里」と作詞家・鳥居　枕』と題し

て、企画展示を開催します。　　　　　　　（関連記事P8.9）

近代音楽の先駆者
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長寿を祝い自宅を訪問
　90歳以上のお年寄りの長寿を祝って、８月20日・21　111

日・22日、23日の４日間、町長の高齢者訪問が行われい．

町長並びに助役、収入役、民生部長、福祉課長が90歳･I･

以上の125入のお宅を訪問し、町からの記念品を贈り　==

長寿をお祝いしました。

　町の最高齢者は、中表町の和貝ハナさんで明治29年

５月14日生まれの１ ００歳です。
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ま
え
、
普
段
か
ら
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
食
事
や
適
度
な
運
動
を
心
が
け
る
な

ど
日
々
の
健
康
づ
く
り
に
努
め
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
定
期
的
に
健
康
診
断
を
受

け
る
こ
と
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

何
よ
り
で
す
。
高
齢
に
な
れ
ば
、
病
気

に
か
か
り
や
す
く
な
り
、
治
療
期
回
も

長
く
な
り
ま
す
。
こ
う
し
た
こ
と
を
踏
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わ
が
国
は
現
在
、
世
界
一
の
長
万
国

で
す
。
平
均
寿
命
は
男
性
が
7
6
炭
を
越

え
、
女
性
は
回
威
に
届
こ
う
と
し
て
い

ま
す
。
仮
に
6
0
膜
で
定
年
退
職
し
た
と

し
て
も
、
そ
の
後
に
約
2
0
年
の
人
生
が

あ
る
わ
け
で
す
。

　
老
後
を
生
き
が
い
あ
る
も
の
と
す
る

た
め
に
、
最
近
で
は
、
新
た
に
仕
事
を

も
っ
た
り
、
趣
味
や
ス
ポ
ー
ツ
に
没
頭

し
た
り
す
る
な
ど
、
積
極
的
に
活
動
す

る
お
年
寄
り
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
　
経
験
を
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せ
る
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「
何
か
人
の
役
に
立
ち
た
い
」
と
思

っ
て
い
る
人
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
か
お
す
す
め
で
す
。
活
動
内
容
は
さ

ま
ざ
ま
で
、
こ
れ
ま
で
に
培
っ
て
き
た

能
力
や
技
術
を
生
か
し
た
活
動
や
、
体

の
不
自
由
な
人
や
一
人
暮
ら
し
の
お
年

寄
り
に
対
す
る
介
護
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
こ
う
し
た
活
動
は
、
地
域
と
の
連

帯
に
も
つ
な
が
り
、
ま
た
、
若
い
世
代

と
の
交
流
に
も
な
り
ま
す
。

◇
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し
か
し
、
こ
う
し
た
活
動
も
、
体
が

元
気
で
あ
る
か
ら
こ
そ
で
き
る
も
の
で

す
。
満
足
の
い
く
、
幸
せ
な
人
生
を
送

る
た
め
に
は
「
健
康
で
あ
る
」
こ
と
が

一
人
ひ
と
り
が
考
え
る

老
後
の
「
生
き
が
い
」
と
「
健
康
」
づ
く
り
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　　平成７年８月に行われた世論調査「高齢者介護」です。しかし、「高齢になれば寝たきりになる」と

　（総理府広報室調査）によると、「自分自身が老後　いうのは昔の話です。現在では、寝たきりのかな

　に寝たきりや痴呆症になるかもしれない、と不安　りの部分は、適切な介護と訓練によって防ぐこと

　に思うことがあるか」という問いに対し、「ある」ができるのです。

　と笞えた人の割合はフ割近くになりました。やは　　寝たきりの予防をするための要点を以下に掲げ

　り、老後の健康について、皆さん関心かおるよう　ましたので参考にして下さい。

第１条　脳卒中と骨折予防　寝たきリゼロヘの第一歩　寝たきりの主な要因となる脳卒中を防ぐことから、

　　　　寝たきり予防は始まりますぶ

第２条　寝たきりは　寝かせきりから作られる　過度の安静　逆効果

第３条　リハビリは　早朝開始が効果的　始めよう　ベッドの上から訓練を

第４条　くらしの中でのリハビリは　食事と排泄、着替えから　基本的動作である食事、排泄、着替えな

　　　　とを、なるべく元気なころと同じように行うようにしましょう。

第５条　朝起きて　先ずは着替えて身だしなみ　寝・食分けて　生活にメリとハリ　特に外出の予定がな

　　　　くても、朝起きたら着替えて身だしなみを整えましょう。また、寝る場所と食事をとる場所を分

第６条

第７条

第８条

第９条

第10条

けるなど生活にメリハリをつけることが肝心です。

　「手は出しすぎず　目は離さず」が介護の基本　自立の気持ちを大切に

ベッドから移ろう　移そう車椅子　行動広げる　機器の活用　寝たきり状態から

自立するには、さますまな福祉機器の活用が効果的です。

手すりをつけ　段差をなくし　住みやすく　アイデア生かした住まいの改善

家庭でも社会でも　よろこび見つけ　みんなで防ごう閉じ込もリ

進んで利用　機能訓練　デイ・サービス　寝たきりなくす　人の和　地域の和

　　　　　　　　　　　　（厚生省「寝たきリゼロヘの10か条」より）
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